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平成27年度

嘱託員（学童保育指導員）を募集します
募
集
職
種
＝
嘱
託
員
（
学
童
保
育
指
導
員
）

募
集
人
員
＝
４
人

雇
用
期
間
＝
平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３

月
31
日
（
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

応
募
資
格
＝
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
ま

た
は
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
該
当
す
る
見
込
み

で
、
雇
用
期
間
の
初
日
時
点
で
60
歳
未
満
の
方

①
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
、
小
中
学
校
お
よ
び
高

等
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
方

②
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方

③
大
学
、
大
学
院
で
▼
社
会
福
祉
学
▼
心
理
学
▼

教
育
学
▼
社
会
学
▼
芸
術
学
▼
体
育
学
の
い
ず

れ
か
を
専
修
す
る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相
当

す
る
課
程
を
修
了
し
た
方

④
高
等
学
校
卒
業
者
等
で
、
２
年
以
上
児
童
福
祉

事
業
等
に
従
事
し
た
方

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項
に
該
当
す

る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

試
験
の
方
法
＝
口
述
試
験
（
詳
細
は
申
込
の
際
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

雇
用
条
件
な
ど
＝
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
＝
役
場
３
階
政
策
総
務
課
総
務
係
31
番

窓
口
へ
提
出
書
類
を
直
接
持
参
。
郵
送
不
可
。

提
出
書
類
＝
履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
）、
応
募

資
格
を
確
認
で
き
る
も
の
（
写
し
可
）

※
募
集
要
項
は
１
月
26
日
月
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す

申
込
期
間
＝
２
月
２
日
月
〜
13
日
金
午
前
８
時
30

分
〜
17
時

※
土
日

お
よ
び
昼
休
み
を
除
く

問
＝
政
策
総
務
課
総
務
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
２
１
）

平
成
27
年
度
か
ら
雇
用
予
定

臨
時
職
員
の
登
録
を
受
付
し
ま
す

〜
一
般
事
務
、
保
育
士
、
学
童
保
育
指
導
員
を
募
集
〜

募
集
内
容
＝
左
表
の
と
お
り

採
用
方
法
な
ど

①
提
出
書
類
に
基
づ
き
、
本
町
臨
時
的
任
用
職
員

登
録
者
名
簿
（
有
効
期
間
・
登
録
日
か
ら
１
年

間
）
に
登
録
し
ま
す
。

②
業
務
の
発
生
や
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
名
簿
登

録
者
の
う
ち
か
ら
、
業
務
内

容
等
を
考
慮
し
、
条
件
に
合

う
方
を
書
類
選
考
し
ま
す
。

そ
の
後
各
担
当
課
か
ら
連

絡
、
面
接
な
ど
を
実
施
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

③
雇
用
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

（
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
も
必

ず
採
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

申
込
方
法
＝
役
場
３
階
政
策
総

務
課
総
務
係
31
番
窓
口
へ
提
出

書
類
を
直
接
持
参
。郵
送
不
可
。

提
出
書
類
＝
履
歴
書
（
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
）、

応
募
資
格
を
確
認
で
き
る
も
の

（
資
格
・
免
許
を
必
要
と
す
る

職
種
の
場
合
。
写
し
可
）

※ 

提
出
さ
れ
た
書
類
は
採
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

返
却
し
ま
せ
ん

申
込
受
付
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
日

お
よ
び
昼
休
み
を
除
く

問
＝
政
策
総
務
課
総
務
係
（
内
３
２
１
）

募集内容
職　　種 資　　格（すべて60歳未満の方） 賃　金（時給）

一般事務
パソコンの簡単な操作、窓口応対、書類整
理などの事務補助作業が可能な方

820円

保育士
有資格

保育士資格を有し、かつ、保育士業務に従
事することが可能な方

920円～（担任の場
合は1,000円～）

無資格 保育士業務に従事することが可能な方 860円～

調理師
保育所給食調理業務に従事することが可能
な方

860円

保健師 保健師資格を有する方 1,420円
看護師 看護師資格を有する方 1,300円

学童保育指導員

下記のいずれかに該当する方
①保育士または幼稚園、小中学校および高
等学校の教諭となる資格を有する方
②社会福祉士の資格を有する方
③大学、大学院で▼社会福祉学▼心理学▼
教育学▼社会学▼芸術学▼体育学のいず
れかを専修する学科またはこれらに相当
する課程を修了した方
④高等学校卒業者などで、２年以上児童福
祉事業等に従事した方

920円

※地方公務員法第16条による欠格事項に該当する方、高校生以下の学生は応募できま
せん。また、賃金（時給）は改定する場合があります。

歴史に触れてみませんか？

スライドでみる長岡京発掘60年

 

と
き
＝ 

３
月
１
日
日
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

 

と
こ
ろ
＝ 

長
岡
京
市
立
中
央
公
民
館
　
３
階
市
民
ホ
ー
ル

 

定
員
＝ 

２
０
０
人
程
度

　
内
　
容 

 

第
Ⅰ
部
　
特
別
講
演

　  「
長
岡
京
か
ら
平
安
京
へ
（
仮
）」
井
上
満
郎
さ
ん
（
京
都
産
業
大
学

名
誉
教
授
）

 

第
Ⅱ
部
　
ス
ラ
イ
ド
報
告
会

　
① 

「
文
化
財
保
護
と
調
査
の
歩
み
」
磯
野
浩
光
さ
ん
・
岸
岡
貴
英
さ

ん
（
京
都
府
教
育
委
員
会
）

　
②
「
長
岡
京
と
鴻
臚
館
」
國
下
多
美
樹
さ
ん
（
龍
谷
大
学
特
任
教
授
）

　
③ 

「
向
日
市
域
の
調
査
成
果
と
取
り
組
み（
仮
）」中
島
信
親
さ
ん（（
公

財
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　
④ 

「
長
岡
京
市
域
の
調
査
成
果
と
取
り
組
み
（
仮
）」
小
田
桐
淳
さ
ん

（（
公
財
）
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　
⑤ 

「
大
山
崎
町
域
の
調
査
成
果
と
取
り
組
み
（
仮
）」
古
閑
正
浩
さ
ん

（
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
）

 

第
Ⅲ
部
　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
長
岡
京
発
掘
60
年
と
今
後
の
展
望
」

　
進
行
＝
國
下
さ
ん

　
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
磯
野
さ
ん
、
中
島
さ
ん
、
小
田
桐
さ
ん
、
古
閑
さ
ん

 

問
＝ 

生
涯
学
習
課
　
☎
９
５
６

－

２
１
０
１
（
内
２
２
６
）

　
長
岡
京
の
発
掘
調
査
が
平
成
26
年
で
60
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念

し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
昭
和
29
年
の
第
１
次
調
査
以
降
、
２
１
０
０
回
以
上
の
発
掘
調
査
の

実
施
に
よ
っ
て
実
態
が
解
明
さ
れ
て
き
た
長
岡
宮
・
京
。
こ
の
調
査
成

果
は
、
平
安
時
代
の
成
立
史
を
考
え
る
う
え
で
と
て
も
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
学
術
面
だ
け
で
な
く
、
首
都
が
こ
の
地
に
実
在

し
た
と
い
う
事
実
は
、
わ
た
し
た
ち
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
古
代
の
首
都
・
長
岡
京
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
入
場
無
料
、
申
込
不
要
。

提供：公益財団法人向日市埋蔵文化財センター

 主催＝ 乙訓文化財事務連絡協議会、向日市・長岡京市・大山
崎町の各教育委員会、公益財団法人向日市埋蔵文化財センタ
ー、公益財団法人長岡京市埋蔵文化財センター
 後援＝ 京都府教育委員会、公益財団法人京都府埋蔵文化財調
査研究センター



Relax
中央公民館図書室だより

□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題  Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage
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中央公民館よりとっておき教室のお知らせ
マクロビオティック料理教室
～素材が持つ美味しさを引き出し、小豆粥などをつくってみましょう～

　
皆
さ
ん
は
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。少
し
前
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
人
気
歌
手
な
ど
が
取
り
入
れ
世
界

的
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
有
機
農
産
物
や
自
然
農
法
の
穀

物
・
野
菜
を
中
心
に
、
動
物
性
食
品
を
あ
ま
り

使
用
せ
ず
、
健
康
な
暮
ら
し
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
食
事
法
の
こ
と
。
特
に
野
菜
は
、
地
元
近

隣
の
地
域
で
収
穫
さ
れ
た
季
節
の
食
材
を
使
い

ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
♪

 

と
き
＝ 

２
月
25
日
水

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分
（
予
定
）

 

と
こ
ろ
＝ 

中
央
公
民
館
別
館
料
理
講
習
室

 

対
象
＝ 

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

 

定
員
＝ 

15
人
（
先
着
順
）

 

参
加
費
＝ 

７
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険
代
等
）

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す

 

持
ち
物
＝ 

▼
エ
プ
ロ
ン
▼
三
角
巾
▼
ふ
き
ん
▼

筆
記
用
具

 

講
師
＝ 

調
子
奈
美
子
さ
ん
（
町
内
在
住
、
大
阪

正
食
協
会
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
指
導
員
）

 

申
込
受
付
＝ 

２
月
６
日
金
〜

 

申
込
方
法
＝ 

▼
住
所
▼
氏
名
▼
電
話
番
号
▼
年

齢
を
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

 

問
・
申
込
先
＝ 

中
央
公
民
館
（
月
は
休
館
）

☎
９
５
７
―
１
４
２
１

問＝政策総務課企画調整係　☎956-2101（内313）

大
山
崎
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
2
0
1
1

主
な
取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　「
大
山
崎
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
１
１
」
は
、

本
町
の
行
財
政
運
営
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

平
成
24
年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
「
プ
ラ
ン

２
０
１
１
」
は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
や
歳
入
に
見

合
っ
た
歳
出
と
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
運
営

の
確
立
と
推
進
を
図
る
た
め
、
行
財
政
運
営
の
抜
本

的
な
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
に
取

り
組
ん
だ
具
体
的
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各年度実施内容の内訳

実施内容
効果額等（平成23年度～平成25年度）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 累　計

委託業務の見直し － － １００万円 １００万円

第3保育所給食調理業務民間委
託 － ３００万円 ４００万円 ７００万円

駅前駐車場（ＪＲ駅前・阪急駅
前）の民営化 － － １，５００万円 １，５００万円

定員管理の適正化（職員数）
※各年度4月1日現在 １３８名 １３８名 １３８名

給料（職員給料の減額）
［平成25年7月～平成26年3月］
　特別職　15～20％
　一般職　 4～ 8％

－ － 3,４００万円 3,４００万円

地域手当（支給率の見直し） － ６００万円 ６００万円 1,２００万円

日直手当の見直し － １００万円 １００万円 ２００万円

事務経費の削減
（旅費の見直し） － － １００万円 １００万円

光熱水費等の削減
（節電対策による電気料金
の減）

１００万円 － － １００万円

未利用地の売却
（若宮前・下植野） － 1億３００万円 1億３００万円

乙訓土地開発公社への用地取
得費（庁舎用地分）支払完了 3億８００万円 2億円 1億円

（完了）
防災・防犯情報メール配信シス
テム登録者数

※各年度末現在
－ ５１０件 ４１０件 ９２０件

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
大
山
崎
町
・
大
山
崎

町
商
工
会
主
催
で
実
施
し
た
、
明
智
光
秀
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
、
細
川
忠
興
、

細
川
幽
斎
ら
ゆ
か
り
の
「
城
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。
応
募
総
数
27
作
品
の
中
か
ら
、
町
長
賞
・
商
工
会
長
賞
・
審
査
員

特
別
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

NHK大河ドラマ誘致推進イベント
「城」フォトコンテスト入賞作品

２月26日木２月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間

平日 10:00～17:00
土日祝 10:00～16:30

☎957－1421図書室
（公民館内）

　予約・リクエストカードには、図
書室開室時間中（１０：００～１７：００）に
連絡のつく電話番号をご記入くださ
い。
　予約資料の取り置き期限は、連絡
した日から１週間です。
　また、留守などで、１週間以上連絡
がつかなかった場合は予約を取り消
すことがあります。

予約本の
取り置き期限について

リトルはろめんでんしゃ（紙芝居）

やきざかなののろい
塚本　やすし／作　ポプラ社

どうぶつたいじゅうそくてい
聞かせ屋。けいたろう／文　アリス館　

いちにちのりもの
ふくべ　あきひろ／作　PHP研究所

遊園地・テーマパークで働く人たち（しごと場見学！）
橋口　佐紀子／著　ぺりかん社

児童書

名所・旧跡の解剖図鑑

大人のための読書の全技術
斎藤　孝／著　KADOKAWA

はじめよう！バードウォッチング
秋山　幸

こうや

也／著　文一総合出版
鳥たち

よしもと　ばなな／著　集英社
ギフテッド

山田　宗
むねき

樹／著　幻冬舎

一般書

世界遺産・国宝からパ
ワースポットまで、一
度は訪れたことのある
社寺・名城・茶室・街
並みを完全解剖。見か
たを知れば旅はもっと
楽しくなります。妙喜
庵・待庵も紹介されて
いますよ。
スタジオワーク／著
エクスナレッジ

路面電車のリト
ルはお客様を乗
せ、毎日元気い
っぱい走ってい
ます。ある日、
いつも乗ってく
れる男の子の姿
が見えません。
男の子は入院していました。心配するリトル
は警笛を鳴らして元気づけます…。
高森 千穂／脚本
間
ま せ

瀬 なおかた／絵　童心社

題
目
「
ガ
ラ
シ
ャ
お
輿
入
れ
の
城
」

植
松
加
寿
子
さ
ん
（
大
阪
市
）

（
撮
影
場
所
：
勝
龍
寺
城
）

無
題

市
川
　
孟
さ
ん
（
向
日
市
）

（
撮
影
場
所
：
勝
龍
寺
城
）

題
目
「
福
知
山
城
」

村
田
淳
二
さ
ん
（
大
山
崎
町
）

（
撮
影
場
所
：
福
知
山
城
）

題
目
「
い
ざ
、
出
陣
！
」

松
本
好
雄
さ
ん
（
大
山
崎
町
）

（
撮
影
場
所
：
勝
龍
寺
城
）

町
長
賞

審
査
員
特
別
賞

商
工
会
長
賞

問＝政策総務課企画調整係　☎956-2101（内315）

　
中
央
公
民
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
教
室
（
講
座
）
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
本
誌
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
も
毎
月
見
逃
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
ね
！
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Fire Department
消防ひろば

大山崎消防署　☎956-0119　 957-0999□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
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ズ
防
災

□
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書
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m
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ま
ち
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話
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□
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□
　
伝
言
板
　M
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Survive
シリーズ防災　政策総務課危機管理係　☎956-2101（内383）
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自主防災活動に参加しましょう

　阪神・淡路大震災や東日本大震災
では、行政も被災し十分機能しない
中、地域の住民による助け合い＝自
主防災活動が力を発揮しました。１
月現在、町内では各自治会（町内会）
で２０の自主防災組織が結成され、訓
練や勉強会などを通して、災害に備
える活動を行っています。
　今回は、今年新たに結成された自
主防災組織と、今年度町内の自主防
災組織により行われた自主防災活動

の一部を紹介します。
【新たに結成された自主防災組織】
○「円明寺自主防災会」…円明寺上、
下町内会有志が結成

【今年度の自主防災組織による自主
防災活動（一部）】
○出前講座などを活用した防災勉強
会の開催（西高田、鏡田連合）

○自主防災訓練の実施（天王山自治
会、鏡田連合、円団北３、山二町
内会、第四町内会）

○町防災避難訓練に参加（下植野町
内会、若葉自治会、円明寺、下植
野団地、下植野南町内会、金蔵ほ
か）

【大山崎町内の自主防災組織一覧】

自主防災組織による活動を
支援しています！
　町では、町内一円の公園など２５カ
所に防災資機材を収納した防災倉庫
を設置し、各自主防災組織と各自治
会に鍵を預けているほか、自主防災
組織の活動経費のうち一定額を補助
しています。ぜひ活用してください。
　また、これから自主防災組織を結
成しようと考えている自治会は、政
策総務課危機管理係（上記連絡先）
までご相談ください。自主防災組織
の規約づくりなどを支援します。

　きれいな青空にめぐまれたこの日。町は、大山崎中学校な
どで大山崎町防災避難訓練を実施しました。これは、大規模
地震を想定した住民参加型の防災避難訓練。下植野地区およ
び円明寺地区の一部の住民約200人と消防団、向日町警察署、
大山崎消防署ほか関係機関が参加しました。
　訓練の内容は、まず町が緊急速報メールなどで避難準備情
報を伝達し、参加者の皆さんはそれを受けて自主防災組織や
町内会単位で安否確認を実践。その後大山崎中学校へ避難し、
避難所で救護コーナーの設置や仮設トイレの組立、飲料水の
配布などを実際に行いました。そのほかにも、消防団による
救助訓練や消防署による体験型訓練、消防、警察車両の展示
なども実施。下植野町内会自主防災会と大山崎中学校PTAの
皆さんが中心になった炊き出し訓練では豚汁も配られ、「美
味しくて温まる」と参加者の皆さんには大好評でした。

1月18日㊐　大山崎町防災避難訓練を実施しました

シリーズ
火災・救急

消
防
団
員
を
募
集

　
町
で
は
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
は
行
方

不
明
者
の
捜
索
活
動
、
豪
雨
災
害
の
際
に

は
住
民
の
救
助
活
動
、
避
難
誘
導
、
水
防

活
動
を
行
う
な
ど
、
消
防
団
は
地
域
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
普
段
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

に
就
き
な
が
ら
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
は
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、

消
火
活
動
や
救
護
な
ど
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
さ
に
地
域
の
防
災
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
人
た
ち
。
今
、
あ
な
た
の
力
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
地
域
を
守
る

消
防
団
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

入
団
資
格
＝
町
内
に
在
住
、
在
勤
の
地
域

防
災
に
熱
意
を
も
っ
て
い
る
18
歳
以
上
の

健
康
な
方

団
員
の
身
分
＝
特
別
職
の
地
方
公
務
員
。

活
動
に
必
要
な
制
服
、
活
動
服
な
ど
は
支

給
さ
れ
ま
す
。

問
＝
大
山
崎
消
防
署
庶
務
予
防
課

大
山
崎
町
消
防
出
初
式

優
良
消
防
団
員
を
表
彰

　
１
月
11
日
日
、
町
体
育
館
で
大
山
崎
町

消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。式
典
で
は
、

日
頃
か
ら
防
火
・
防
災
に
献
身
的
に
努
力

貢
献
さ
れ
て
い
る
優
良
消
防
団
員
を
表
彰

し
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次

現場からのメッセージや事例などを
紹介します。

電気火災に注意
　私たちの生活に必要不可欠な電気。しかし時に、
火災の原因となることもあります。
　コンセントやプラグは、古いものや壊れたものを
使用した時に短絡（ショート）したり発熱したりし、
火災が発生する場合があります。また、水分やほこ
りなどが付着するとそこから発火してしまうことも。
　電気コードは、家具の下敷きになっていたりコー
ドを強く固定してしまうと、被覆や心線を傷つけて
短絡などの原因となります。また、コードを束ねて
いると熱がたまり、被覆が溶けてしまうことも。さ
らに、電気コードには使用できる電気の量が定め
られているため、多くの電気機器をつないで使用し
た場合に、許容量を超えてしまうと熱を持つことが
あり、注意が必要です。

対策は・・・
　普段から使用している電気製品や電源コード、コ
ンセント、差し込みプラグなどの点検を行うことが
大切です。家庭や会社など日常生活でもよく使うも
のなので、以下の点に十分に注意して火災の発生を
防ぎましょう。
●コンセントやプラグは、ほこりなどがたまらない
ようきれいに保つ。
●痛みや緩みがあるプラグは使わない。
●家具などでコードを踏まないよ
うにする。

●コードは束ねない。
●たこ足配線はしない。

の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

第
２
分
団
分
団
長
　
髙
橋
　
敏（
精
績
章
）

第
２
分
団
団
員
　
平
尾
　
悟
（
精
勤
章
）

第
３
分
団
団
員
　
福
田
　
春
彦（
精
勤
章
）

京
都
府
消
防
協
会
乙
訓
支
部
長
表
彰

第
１
分
団
部
長
　
山
中
　
一
成

第
２
分
団
班
長
　
大
北
　
日
出
雄

第
３
分
団
班
長
　
三
上
　
喜
基

大
山
崎
町
長
表
彰

第
１
分
団
班
長
　
玉
井
　
博

第
２
分
団
団
員
　
辻
　
　
俊
之

第
３
分
団
団
員
　
佐
々
木
　
博
規

大
山
崎
町
長
特
別
表
彰

第
１
分
団
班
長
　
松
田
　
信
秀

第
１
分
団
班
長
　
横
山
　
正
一

第
２
分
団
団
員
　
吉
田
　
豊
士

第
２
分
団
団
員
　
岡
田
　
諒

第
３
分
団
班
長
　
平
井
　
慶
一

第
３
分
団
班
長
　
三
上
　
喜
基

普
通
救
命
講
習

と
き
＝
２
月
15
日
日
午
前
９
時
〜
正
午

※
受
講
無
料

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
消
防
署
２
階
訓
練
体
育

室内
容
＝
▼
心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
、
胸

骨
圧
迫
）
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
▼
止
血
法

▼
そ
の
ほ
か
応
急
手
当
な
ど

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
＝
２
月
13
日
金
ま
で
に
受
講
申

込
書
（
消
防
署
に
置
い
て
い
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
。

問
・
申
込
先
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急
係

 

消
防
本
部
救
急
課

☎
9
５
３
―
６
０
３
９

▲出初式の一斉放水のようす。

1 下植野町内会自主防災会
2 第一町内自主防災会
3 西高田自治会自主防災会
4 東和苑自主防災会
5 円明寺が丘北第３住宅団地自主防災会
6 円明寺ヶ丘第１０管理組合自主防災会
7 佐伯住宅自主防災会
8 北久保自治会
9 円明寺が丘第１管理組合自主防災会

10 鏡田連合自治会自主防災組織

11 円団南自主防災会
12 山二町内会自主防災組織
13 天王山自治会自主防災組織
14 第四町内会自主防災会
15 山寺町内会
16 円明寺フラワーハイツ自主防災会
17 若葉自治会自主防災会
18 第三山手町内会自主防災組織
19 鏡田東部町内会自主防災隊
20 円明寺自主防災会

▲仮設トイレを組み立てている様子
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国際理解講座、今年も開催
町在住の津田愛実さんが海外遠征に行ってきました

親善グラウンド・ゴルフ大会

人権教育研修会が開かれました

地域ふれあい豚汁パーティー

楽しく学んでおいしい交流♪
フェンシングで大山崎から世界へ！

町のチームが優勝しました！

幸せに生きられる社会を目指して

今年もみんなでほっこり

　もうすぐクリスマス…というと、大人も子どももな
んとなく気持ちが盛り上がるものです。そんな12月
のこの日、国際理解講座「ブッシュ・ド・ノエルを作
ろう！」が開催されました。
　これは調理実習を交えて楽しく国際交流をするとい
う目的で毎年開催されているもので、今年は講師に京
都府国際交流員でフランス出身のボナミ・アリスさん
をお招きし、ヨーロッパのクリスマスについての講座
を開いていただきました。
　調理実習のメニュー「ブッシュ・ド・ノエル」とは、
フランス伝統のクリスマスケーキ。そう聞くと作るの
が難しそうですが、講師の先生の解説を聞きながら作
るととっても簡単！　ちょっとリッチにラム酒やマロ
ンクリームを使ったお手製のケーキがきれいに盛り付
けられると、受講生の皆さんには笑顔が浮かびました。
　調理実習と一緒に行われた講演では、フランスをは
じめとしたヨーロッパのクリスマスについての楽しい
お話を聞くことができ、おいしいケーキと楽しい交流
で大満足の１日でした。

　「フェンシングを始めたのは小学４年生の頃。兄の
影響で、楽しそうだなと思って始めました。」
　数年前、オリンピックで日本人選手が活躍するまで
はあまりメジャーな競技ではなかったフェンシング。
しかし、大山崎町に在住であれば、このフェンシング
に親近感があるという方も多いのではないでしょうか。
今回大会での成績を認められ、ハンガリーへの海外遠
征を果たした町在住の小学６年生、津田愛実さんもそ
のひとり。町が取材に訪れた日も、津田さんは町体育
館で汗を流していました。
　ハンガリーでの活動は交流練習と試合がメインだっ
たそうで、「同じ競技を通して異文化に触れられたの
が刺激的で楽しかった」と津田さん。「中学生になっ
てもフェンシングを続けていくつもりなので、この経
験を生かして、今後は自分のフェンシングを見つけて
いきたい」と熱く語ってくれました。
　町体育館ではフェンシングに関わるさまざまな催し
が開かれています。体験教室なども随時行っているの
で、ぜひ一度見学に訪れてみては。

　真冬並みの寒さが身にこたえたこの日。山城総合運動公園
（太陽が丘）第２競技場では、第３回京都府知事杯　山城ブ
ロック老人クラブ連合会　親善グラウンド・ゴルフ大会が開
催され、見事大山崎Ａチームが団体優勝を収めました。１５市
町村より４０チーム、総勢１６０人が参加する激戦を制した大山
崎Ａチームのメンバーは以下のとおりです。（順不同）
蒲
かばや

谷　萬
よろず

さん、坂
さ か い だ

井田　スミ子さん
前
まえかわ

川　春
はるこ

子さん、中
なかむら

村　稔
みのる

さん
　また、個人の成績でも同チームの坂井田さんが１位となり、
表彰を受けました。

　１２月４日～１０日の人権週間にあわせ、今年度２回目の人
権教育研修会が開かれました。今回は「目の前にある人権
問題を考える～今日の同調圧力といじめ問題～」という演
題で、講師の土井隆義さんが、昔のいじめと今のいじめの
違いや、いじめの原因となる子どもたちの心理状態につい
てなどをわかりやすく解説。会場の中央公民館ホールには
町民や教育関係者、町職員など141人の受講生が集まり、
皆熱心にメモをとりながら講師の話を聞いていました。

　お昼時、第二大山崎小学校からは豚汁のいいにおいが漂
います。この日は学校ボランティア「みどりのエプロン」
主催、毎年恒例の豚汁パーティーの日。大きな釜にたっぷ
りの豚汁は、保護者らも参加して朝から少しずつ手作りし
たというまごころのこもったごちそうです。中には「みど
りのエプロン」活動で栽培した大根やさつまいもが入って
おり、小学生はもちろん保護者や地域の人たちにも大人
気！　青空の下、友達や家族とおいしく楽しい時間を過ご
すことができました。

1212

12

12

133

10

19

pick up !

▲練習をする町のクラブ、フューチャーフェンシングクラブの皆さん。

大山崎小学校６年生

津
ツ ダ

田 愛
マ ナ ミ

実さん

▲調理実習中。クリームを泡立てるのが大変でした。

▼受講生みんなで記念撮影！
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このコーナーは25ページから始まります このコーナーは25ページから始まります

長寿苑カラオケ大会

　歌の好きな方、長寿苑の舞台で歌
声を披露してみませんか。参加無料。
出場者には参加賞があります。
とき＝２月２０日金１０：００～１５：００
ところ＝長寿苑大広間
対象＝町内に在住の６０歳以上の方
申込＝２月１３日金までに歌う曲を添
えて、下記まで。
※曲は第２希望までお申し込みくだ
さい

問＝長寿苑

ピアサポーター
なんでもおしゃべり会

　ピアは仲間という意味。障がい当
事者（肢体不自由）が、同じ目線、
平等な立場で話を聞き、同じように
障がいをもつ人の心をサポートしま
す。気軽におしゃべりに来てくださ
い。
とき＝２月２６日木１３：３０～１５：３０
ところ＝役場１階相談室１
問＝社会福祉協議会

みんなでいこカフェ
２月のイベントのお知らせ

　クッキーを食べたり飲み物を飲み
ながら、楽しいひとときを過ごしま
せんか。イベントや相談、脳トレミ
ニ講座（１４：００～１４：３０）も実施して
います。詳細はお問い合わせくださ
い。
■ あなたの肩は硬くない!? ～肩甲

骨を動かして肩こり解消！～
　当施設の理学療法士より、肩こり
解消法を紹介いたします。

　とき＝２月６日金１４：３０～
■ 乙訓の犯罪情勢と高齢者の防犯対

策
　向日町警察署より、犯罪被害防止
のお話をしていただきます。

　とき＝２月２０日金１４：３０～

■食事
　２４日火までに申し込みをしてくだ
さい。

　とき＝２月２７日金１２：００～１４：００
■スリー A方式認知症予防ゲーム
　和来隊によるゲーム第２弾。頭と
体を動かして、みんなで笑いまし
ょう！

　とき＝２月２７日金１４：３０～
ところ・問・申込先＝洛和ヴィラ大
山崎　☎９５８－３８５５

地域包括ケアシンポジウム「地域の絆づくり
～認知症に気付き支え合うために～」

　乙訓医師会と乙訓二市一町の地域
包括センターの共催で、認知症に関
するシンポジウムを実施します。
とき＝２月２８日土１３：３０～１６：００
ところ＝長岡京市立中央公民館３階
市民ホール
内容
○基調講演「認知症と認知症カフェ
について」武地一さん（京都大学
神経内科）
○カフェ活動報告
○ポスターセッション「サロン活動
について」　など

問＝乙訓医師会　☎９５３－３９１４

平成₂₆年度第２回
親まなびミニフォーラム

　コミュニケーション講師として各
地で講演や講座活動を展開している
コミュニケーション・サポーターの
横山由紀子さんを招き、コミュニケ
ーション上手になれるポイントや、
親子のコミュニケーションのヒント
が得られるお話をしていただきます。
※詳しくは乙訓教育局のホームペー
ジをご覧ください

とき＝２月１８日水１３：３０～１５：００
ところ＝乙訓総合庁舎２階保健所講
堂
※保育ルームがあります。保育を希
望の方は、事前に申込してくださ

い
講演＝「子どもとの関係を豊かにす
るコミュニケーション」～愛を伝え
る「きき方」「伝え方」～
問・申込先＝乙訓教育局社会教育担
当　☎９３３－５１３０
９３３－５２２９

ＤＶを考えるつどい
知ってください　ＤＶのこと

　配偶者や恋人など、親密な関係に
ある者からふるわれる暴力（ＤＶ）
について正しく理解し、地域で暴力
を未然に防いだり早期発見できるよ
う、また適切な対応と支援の輪をひ
ろげられるよう学びませんか。
とき＝２月２６日木１０：００～１１：３０
ところ＝中央公民館別館３階大研修
室
■保育、手話通訳があります
　保育は６カ月～就学前までのお子
さんを対象に受け付けます。どち
らも無料、要申込。

　申込方法＝電話で下記まで。
　申込締切＝２月１９日木
主催＝京都府・京都府男女共同参画
センター　らら京都
共催＝町教育委員会
問・申込＝生涯学習課（内２２２）

乙訓文化芸術祭
「合唱フェア」

　乙訓地域で活躍するアマチュア合
唱サークルや団体による合唱の祭典
です。今回は乙訓二市一町から２５団
体が出演します。
※入場無料
とき＝２月８日日１２：３０～
（１２：００開場）
ところ＝長岡京記念文化会館
問＝長岡京市教育委員会教育部文
化・スポーツ振興室文化振興係内
☎９５５－９７３４　 ９５５－３１５０

デジタル紙しばいで学ぶ
油売り

　大山崎ふるさとガイドの会が、紙
芝居で昔の大山崎の油売りとその歴
史について説明します。
とき＝２月１５日日１０：３０～１２：００
ところ＝大山崎ふるさとセンター３
階ホール
問＝歴史資料館

天王山マツ山再生プロジェクト

　マツクイ虫の被害を受けるアカマ
ツ林が元気になるように、整備活動
をします。マツ山の手入れの仕方を
学び、落ち葉や腐植層のかき取りな
どを行い、支障木を切ってシイタケ
の植菌作業をします。
とき＝３月８日日９：００～１５：００
※参加無料
集合＝宝積寺駐車場
対象＝乙訓地域近隣に在住または在
勤の小学生以上の方
※小学生は保護者同伴
定員＝２０人
※申込多数の場合は抽選
持物＝▼弁当▼飲み物▼軍手▼雨具
※作業できる服装でお越しください。
ノコギリとヘルメットは用意しま
す

申込方法＝２月２７日金までに▼住所
▼氏名▼年齢▼電話番号を記入し、
FAXまたは電話で下記まで。
問＝経済環境課（内２５５）
９５６－０１３１

ゆめほっぺ　２月の行事

①みんなでランチ
　  とき＝２月６日金、１９日木１１：４５
～１３：００

② ベビーマッサージ（要予約、見学
OK）

　とき＝２月２６日木１０：３０～１１：３０

　  持ち物＝▼バスタオル▼ハンドタ
オル▼ベビーオイル

③ プレママさん、プチママさんソー
イング（スタイ、キャップを手作
り、要予約、見学OK）

　  とき＝２月２７日金１０：００～１２：００、
１３：００～１５：００

　  対象＝妊婦さんと生後４カ月くら
いまでの子を持つ親

　  持物＝▼フェイスタオル▼着なく
なったＴシャツ▼お好みの布▼マ
ジックテープ▼糸▼針

ところ＝①ゆめほっぺ　②③中央公
民館本館２階和室
（いずれも）
申込方法＝電話で下記まで。
問・申込先＝ゆめほっぺ
☎９５９－９０５０

相談
Consultation

司法書士による無料法律相談会

　相続登記、成年後見、商業登記、
多重債務などの相談に応じます。相
談日当日に先着順にて受付。
※相談無料
とき＝２月１７日火１３：３０～１６：３０
当日受付窓口＝役場３階政策総務課
（３２番窓口）
問＝京都司法書士会　☎２４１－２６６６

社会保険労務士による年金相談

　町では毎月、社会保険労務士によ
る事前予約制の年金相談を実施して
います。相談無料。
と き ＝毎月１回、原則第２水の
１３：００～１６：００（１人３０分程度）
※変更する場合があります。開催日
は毎月の広報紙をご覧ください

※２月は、第２水曜日が のため前
日の２月１０日火に実施

ところ＝役場１階相談室

申込先＝電話にて下記まで。
※予約受付時間は昼休みを除く平日
の９：００～１７：００

問＝健康課保険医療係（内１２１）

行政書士による
暮らしと事業の行政相談会

テーマ＝▼相続・遺言▼公正証書▼
契約書▼示談書▼内容証明▼法人設
立▼建設業許可▼車庫証明など
とき＝２月１９日木１３：３０～１６：３０
※毎月第３木
※申込不要、相談無料
受付場所＝役場３階政策総務課（３２
番窓口）
問＝政策総務課秘書広報係（内３１２）

南部一斉無料法律相談会

とき＝２月１３日金１３：００～１６：００
※１人２０分程度、予約制
※予約時間の１０分前にお越しくださ
い

※町民優先
受付＝役場３階政策総務課（３２番窓
口）
相談員＝京都弁護士会弁護士
申込方法＝２月９日月９：００～１２日木
に▼氏名▼住所▼希望の時間▼相談
内容を直接または電話で下記まで。
問・申込先＝政策総務課秘書広報係
（内３１２）

障がいのある方の生活相談
（身体・知的・精神）

　友人関係、生活リズムなど、どん
なことでもご相談ください。大山崎
町が委託している相談支援事業所
「大山崎町社会福祉協議会」の専門
相談員が相談を受けます。
とき＝２月１２日木９：３０～１１：３０
ところ＝役場１階相談室１
問＝社会福祉協議会
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障害者総合支援法対象疾病の
範囲拡大

　平成２７年１月から、障がい福祉サ
ービスなどの対象となる疾病が、こ
れまでの１３０疾病から１５１疾病に拡大
されました。
　対象となる方は、障害者手帳をお
持ちでなくても、対象疾病にり患し
ていることが分かる証明書（診断書
など）を提示いただくことで手帳所
有者と同様に障がい福祉サービスを
利用することができます。対象疾患
の一覧は町ホームページに掲載して
いますので、詳しくはそちらをご覧
ください。
問＝福祉課社会福祉係（内１５３）

児童扶養手当と公的年金給付
などの併給制度見直しについて

　ひとり親家庭の児童、または父も
しくは母が重度障がいの状態にある
家庭に対し、生活の安定と自立を促
進するために支給される児童扶養手
当の制度が、以下のとおり変更とな
りました。
【変更点】
①受給者本人が公的年金を受給して
いる場合（受給することになる場
合）

　　これまでは児童扶養手当を受給
することができませんでしたが、
これからは年金受給額が児童扶養
手当額と比べて少なければ、児童
扶養手当額と年金受給額との差額
を受給できるようになります。

②受給者の配偶者が障害年金の子加
算を受給されている場合（受給す
ることになる場合）

　　これまでは児童扶養手当と障害
年金の子加算といずれか受給額の
多い方を選択して受給することに
なっていましたが、これからは障
害年金の子加算の金額が児童扶養
手当額と比べ少なければ、児童扶

養手当額と年金受給額との差額を
受給できるようになります。

　※障害年金の子加算については、
一般的に「障害年金の子加算＜
児童扶養手当額」となるため、
現在児童扶養手当を選択されて
いる方は、この場合についても
今回の改正により障害年金の子
加算額を受給した上で差額分の
児童扶養手当額を受給すること
になります。（優先的に年金受
給が必要となります。）

対象＝次のいずれかに当たる人。
▼受給者本人（父、母、養育者）が、
公的年金、遺族補償を受けること
が出来る場合

▼児童が父や母の死亡による公的年
金、遺族補償を受けることが出来
る場合

▼児童が受給者（父、母）に支給さ
れる公的年金の加算対象になって
いる場合

問＝福祉課児童福祉係（内１５９）

催し
Meeting

ガラス工芸教室のお知らせ
（２月～３月）

　各部の開始時間は午前の部が９：１５、
午後の部が１３：１５です。
■バーナーワーク教室
ガラス玉を作ってアクセサリーに
します。
とき＝２月８日・２２日、３月８日・
２２日　いずれも日
対象＝小学５年生以上
参加費＝２，０００円
定員＝各部４人

■キルン教室
ガラス板に色ガラスをのせてプレ
ートを作ります。
※作品は後日引取り
とき＝２月２２日、３月２２日
いずれも日

参加費＝５００円
定員＝各部１０人

■スタンドミラー教室
ガラスのカケラを使ってスタンド
ミラーを作ります。
とき＝２月８日、３月８日　いず
れも日
参加費＝８００円
持ち物＝エプロン　
定員＝各部６人

■サンドブラスト体験
びんなどに模様をつけます。
とき＝平日および上記教室の開催
日
対象＝小学生以上
参加費＝２００円
持物＝透明で表面に凹凸のないガ
ラス製品を３個程度
定員＝各部１０人

注意！
○▼向日市▼長岡京市▼大山崎町の
いずれかに在住、在勤、在学して
いない方は料金２割増

○小学生は、保護者（１８歳以上）同
伴でお願いします

申込方法＝電話にて下記まで。
問＝クリーンプラザおとくに　情報
啓発推進課　☎９５７－６６８６
※受付時間は平日と教室開催日の
９：００～１７：００

乙訓文化芸術祭
日本舞踊への招待

　乙訓二市一町から１３団体３２人が出
演。２部構成で、第１部は歌謡舞踊、
第２部は長唄や清元などの古典舞踊
が披露されます。
と き ＝２月１日日１１：３０～１６：３０
（１１：００開場）
ところ＝向日市民会館ホール
入場料＝無料
問＝向日市民会館　☎９３２－３１６６
９３２－１５５２

介護保険に関するパブリック
コメントを募集しています 

　町では、平成２７年度～２９年度の３
カ年に町が実施する第７次高齢者福
祉計画（第６次介護保険事業計画）
の原案をまとめました。町民の皆さ
んからの意見を広く募集し、提出さ
れた意見の要旨とそれに対する町の
考え方を公表します。
※個別に回答はしません。また、匿
名の意見は受け付けません

原案設置場所
▼町役場▼中央公民館▼大山崎ふる
さとセンター▼町体育館▼長寿苑
※町ホームページにも掲載します
対象＝町内に在住または在勤の方
意見募集期限＝２月１０日火（必着）
意見提出方法＝持参、郵送、FAX
または電子メールのいずれかで、▼
住所▼氏名▼年齢▼性別▼電話番号
を明記のうえ意見をお送りください。
様式は問いません。
問・提出
〒６１８－８５０１（住所不要）
大山崎町役場健康課高齢介護係　
９５７－４１６１
kaigo@town.oyamazaki.lg.jp

問＝健康課高齢介護係（内１３７）

大山崎町子ども・子育て支援事業計画（案）
パブリックコメントを募集

　本町では、子ども・子育て支援法
に基づき、平成２７年度からの５カ年
を計画年度とする「大山崎町子ども・
子育て支援事業計画」の策定を進め
ています。このほど計画（案）がで
きましたので、町民の皆さんからの
意見を広く募集します。
募集期間＝２月２日月～２０日金
閲覧方法＝町ホームページで公開す
るほか、町内各公共施設（▼町役場
▼保健センター▼中央公民館▼大山
崎ふるさとセンター▼町体育館▼町
立保育所▼学童保育所）に閲覧用資

料を置きますのでご覧ください。
意見の提出方法＝▼住所▼氏名▼電
話番号を明記のうえ、役場１階福祉
課児童福祉係（７番窓口）に持参、
郵送、FAXまたは電子メールで提
出してください。
※電話での意見提出は受け付けませ
んのでご了承ください

問・提出＝福祉課児童福祉係
（内１５７）　 ９５７︲４１６１
jido@town.oyamazaki.lg.jp

投資詐欺にご注意ください

　▼未公開株▼私募債▼ファンド▼
不動産▼エネルギー資源など、さま
ざまな投資商品について投資詐欺が
発生しています。言葉巧みに投資話
を持ちかけてくる悪質業者の被害に
あわないよう、「ほんとかな？」「お
かしいな？」と思ったら、お金を渡
す前に相談してください。下記では、
悪徳業者や金融サービスなどに関す
る利用者からの各種情報提供を受け
付けています。
問＝きんざい金融ホットライン
☎０６－６９４９－６２５９　 ０６－６９４９－６７９０　
近畿財務局　多重債務相談窓口
☎０６－６９４９－６５２３
※いずれも受付は平日の９：００ ～
１７：００

高校生給付型奨学金（１～３年
生）の申請を受付しています

支給対象＝大山崎町内に在住で、以
下のいずれかの世帯に属し、京都府
の他の奨学金を受けていない人。
○町民税が非課税である母子、父子
世帯（母または父以外に２０歳以上
６５歳未満の方が同居していない世
帯）
○児童世帯
○障がい者世帯（父や母が身体障害
者手帳３級以上等の世帯）
○長期療養者世帯

※年齢基準日は平成２７年３月３１日
※母子家庭奨学金（４月～５月申請）
との併給はできません

申込期間＝２月２日月～２７日金
申込方法＝下記の必要書類などを持
参して、町福祉課または乙訓保健所
福祉室へ。
必要書類など＝▼申請時における直
近の町民税非課税証明書▼印鑑▼通
帳など口座情報のわかるもの▼身体
障がい者世帯、長期療養者世帯の場
合はそれを証明できるもの
問＝町福祉課（内１５５）
乙訓保健所福祉室　☎９３３－１１５４

₂₀₁₅年農林業センサスを
実施しています

　農林水産省では「２０１５年農林業セ
ンサス」を実施しています（平成２７
年２月１日現在）。この調査は、日
本の農林業、農山村地域の実態を明
らかにする最も基本的な調査です。
１月上旬から調査員が農林業関係者
の方々を訪問していますので、調査
票に農林業の経営状況などの記入を
お願いします。調査票に記入された
事項については、統計以外の目的に
は使用いたしません。
問＝政策総務課企画調整係
（内３１５）

天王山一帯で広域有害鳥獣捕獲
を実施します

　天王山・西山一帯で、猟銃と猟犬
を使ってイノシシやシカなどの有害
鳥獣を広域的に捕獲します。
　安全確保のため、入山する方はハ
イキング道以外には立ち入らないで
ください。ご協力をお願いします。
とき＝２月２４日火９：００～１６：００
ところ＝天王山一帯
※雨天時は２月２５日水に延期
問＝経済環境課（内２４７）
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役場代表☎９５６－２１０１  ９５７︲１１０１　保健センター☎９５３－３４３０  ９５３︲７３３５　老人福祉センター「長寿苑」☎・ ９５７－１８６０
社会福祉協議会☎９５７－４１００  ９５４︲４４００　福祉センター「なごみの郷」☎９５７－４１００  ９５４︲４４００

　中央公民館☎９５７－１４２１  ９５２︲２８４６　町体育館☎９５６－０５６７  ９５６︲０５６６　歴史資料館☎９５２－６２８８  ９５２︲６２８９
大山崎ふるさとセンター☎９５６－２３１０  ９５２︲６２８９　大山崎消防署☎９５６－０１１９  ９５７︲０９９９
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　ところ＝町体育館大体育室
　内容＝スポーツ開放など
問・主催＝わくわくクラブおおやま
ざき（町体育館内）

お知らせ
Information

PM₂．₅の注意喚起について

　環境省が定めているＰＭ２．５（微
小粒子状物質）の注意喚起発令基準
が見直されました。京都府では平成
２６年１２月１５日から、新しい判断基準
によるＰＭ２．５の注意喚起を始めて
います。
主な改正内容
■ 午前中の活動に注意を呼びかける

ための判断基準の測定方法を改正
　これまでは発令エリア内（京都府
山城エリア９測定局）の各測定局
にて数値を計測し、以下の２つの
場合に注意を呼びかけていました。
　①５：００～７：００の中央値または平均
値が８５μg／㎥を超えた場合

　②５：００～１２：００に計測した数値の
平均値が１局でも８０μg／㎥を
超えた場合

　このうちの①が、「５：００～７：００の
上位２局の値が８５μg／㎥を超え
た場合」に改正されました。
■解除判断基準を新たに導入
　これまでは、一度発令されると次
の日まで注意喚起が解除されること
はありませんでしたが、改正後は、
発令エリア内にある判断基準値を超
過した全ての測定局において、１時
間あたりの値が２時間連続して５０μ
g／㎥以下に改善した場合は、濃度
推移の傾向なども考慮しつつ、注意
喚起の解除を判断することになりま
した。
【注意報が発令された場合は…】
○屋外での活動を控え、長時間の激
しい運動や外出を減らしましょう。
○換気や窓の開閉は最小限に。
○呼吸器系や循環器系疾患のある人、
お年寄り、子供などは、体調に応
じて慎重に行動してください。

問＝経済環境課清掃環境係（内２４６）

鵜殿のヨシ原焼きが
行われます

　ヨシ原焼きは、貴重な自然地であ
るヨシ原の保全や外草、害虫の駆除
などを目的に、伝統行事として実施
されているものです。風向きによっ
ては降灰が予想されますので、洗濯
物などにご注意ください。
とき＝２月２２日日９：００～１２：００
※延期の場合３月１５日日に実施
ところ＝高槻市道鵜町および上牧町
内の淀川河川敷
問＝高槻市役所産業環境部環境緑政
課　☎０７２－６７４－７５１２

自転車はルールを守って
安全運転！

　自転車も自動車と同じく、安全運
転を心がけないと事故につながりま
す。最近では、自転車事故でも多額
の損害賠償を請求される事例が多発
していますので、下記の「自転車安
全利用５則」を実行し、改正された
法律などをしっかり守って、安全な
乗り方を心がけましょう。
【自転車安全利用５則】
①自転車は車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道通行可の場合は歩行者優先で、
車道寄りを徐行

④以下のような安全ルールを守る
　▼飲酒運転、二人乗り、並進の禁
止▼夜間はライトを点灯する▼交
差点では信号を守り、一時停止し
て安全確認をする

⑤子どもはヘルメット着用
【改正された法律など】
○自転車で走行できるのは、左側の
路側帯に限定されます。

○ブレーキ不良の自転車に対する指
導が強化されます。（警察官によ
る運転中止命令など）

○携帯電話を使用しながらの運転は
禁止です。

○ヘッドホンなどで音楽を聞きなが
らの運転は禁止です。

問＝経済環境課清掃環境係
（内２４５・２４６）

飼い犬の登録はしていますか？

　生後９１日以上の犬には登録が必要
です。登録は犬１頭につき、生涯で
１回のみ。手数料は１頭につき
３，０００円です。飼い犬の登録をする
ことでどこで犬が飼育されているか
を把握できれば、狂犬病が発生した
場合に迅速かつ的確に対応すること
ができます。まだ飼い犬の登録をし
ていない方は、経済環境課で登録手
続きを済ませてください。
問＝経済環境課（内２４５・２４６）

くらしの資金をお貸しします

対象＝病気や失業、不慮の事故など
で経済的に困窮し、生活が立ち行か
なくなる恐れがあるものの、この貸
付によって自立更生が可能であると
認められる世帯
※生活保護世帯を除く
貸付限度額＝１世帯１０万円以内
償還方法＝２年以内（据置期間４カ
月）
※無利子・無担保・無保証人
受付期間＝２月２３日月～２７日金
問・受付・相談＝社会福祉協議会

ファミリー・サポート・センター
事業講習会を開催します

　ファミリー・サポート・センター
事業（ファミサポ）の提供会員登録
を希望する方を対象に、次の日程で
講習会を開催します。ファミサポと
は、子育ての援助を受けたい方（依
頼会員）と子育ての援助をしたい方
（提供会員）の両方が登録を行い、
依頼会員が預けたい日や時間などの
条件を同センターへ依頼すれば、提

供会員の中から条件に合った方の紹
介を受けることができるというもの
です。その後は事前に提供会員の方
との顔合わせを行ったうえで予定日
に援助を受け、依頼会員が提供会員
に利用料金を支払います。
とき＝２月１９日木１３：００～１７：００
ところ＝中央公民館別館３階大研修
室
内容＝子育て支援に関する基礎知
識・会員規則の説明など
申込方法＝福祉課児童福祉係（役場
１階７番窓口）に直接、または電話
で下記まで。
問・申込先＝福祉課児童福祉係
（内１５９）

厚生年金等受給権がある方は
退職者医療制度への切替えを

　国民健康保険の「退職者医療制度」
とは、退職後の方が多く加入する市
町村国民健康保険と、若い方が多く
加入する職場の健康保険組合などの
医療費の負担を公平にするための制
度です。加入者の医療費を職場の健
康保険の拠出金でまかない、町国民
健康保険の医療費を抑えることで、
国保税の引上げ抑制につながります。
是非ご協力をお願いします。
※医療機関窓口での医療費の負担割
合や国保税額に変更はありません

※すでに切り替え手続きをした方
（黄緑色の保険証を持っている方）
は手続き不要

対象者＝次の要件をすべて満たす方
▼６４歳以下▼現在、国民健康保険に
加入している▼厚生年金または共済
年金の受給権を持ち、加入期間が２０
年以上または４０歳以降に１０年以上あ
る
手続に必要なもの＝▼国保の保険証
（被扶養者のものを含む）▼印鑑▼
年金証書（加入期間や受給権発生年
月日が書かれているもの）
問＝健康課保険医療係（内１２７）

資源ごみ（分別収集）の日程変更にご注意ください

　２月の資源ごみ（分別収集）は、日程が普段の月と変わっている地域があ
ります。下記の表で確認してください。なお、平成２６年度版「ごみの出し方」
にも掲載しています。

※収集日欄の　　の日にちが日程変更となっています

問＝経済環境課（内２４５・２４６）

スポーツ
Sports

平成₂₇年度
団体登録説明会のご案内

　平成２７年度、それぞれの施設を定
期的に利用する町内の団体（１０人以
上）を対象に、説明会を開催します。
継続利用団体の方だけでなく、平成
２７年度からの新規利用を希望する団
体の方も参加してください。説明会
当日、登録申請書を配布します。
※年度途中の登録はできません。平
成２７年度に利用予定の団体は必ず
出席してください
※１団体１人
■岩崎運動広場団体登録説明会
　岩崎運動広場を定期的に利用する
町内の団体が対象です。

　とき＝２月１９日木１０：００～
　ところ＝町体育館研修室
■ 学校体育施設スポーツ開放団体登

録説明会
　学校を定期的に利用する町内の団
体が対象です。

　とき＝２月１９日木１９：３０～
　ところ＝町体育館研修室
問＝町体育館

わくわくクラブおおやまざき
からのお知らせ

■わくわくサタデーナイト
　とき＝２月７日土１８：００～２０：００
　ところ＝町体育館
　 種目＝卓球、バドミントンなど
　※会場によって種目が異なります
　対象＝町内に在住または在勤の方
　  参加料＝小学生１００円、中学生以
上２００円
　※事前申込不要、当日会場で受付
　※わくわくクラブおおやまざき会
員の方は会員証を持参ください

■わくわく８周年イベント
　とき＝２月２８日土１２：３０～１４：３０
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地域 種別 収集日（２月）

第１・３水の地域

全種類 ４日水・１８日水

プラスチック類のみ ９日月・２５日水

第２・４水の地域

全種類 ９日月・２５日水

プラスチック類のみ ４日水・１８日水



□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題  Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

広報おおやまざき27 26広報おおやまざき

みんなの伝言板

Message
このコーナーへの掲載を希望される方は発行月の前々月末（土日 にあたる場合は直前の平日）
までに、政策総務課秘書広報係☎956－2101（内312）まで。 □

　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題  Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

ご
誕
生
お
め
で
と
う

【
東
ノ
口
】　
　
稻
葉
　
大た

い
せ
い誠

【
葛
原
】　
　
　
今
村
　
颯は
や

太た

【
鳥
居
前
】　
　
山
本
　
梛な

乃の

【
夏
目
】　
　
　
中
川
　
楓ふ

う

花か

【
西
法
寺
】　
　
小
山
　
陽は

る

葵き

2015年１月１日現在（前月比）

総数� 15,065人　（７）
男� 7,273人　（５）
女� 7,792人　（２）
世帯数� 5,985世帯（０）

町の人口と世帯数

ひとのうごき

※敬称略。このコーナーには希望
された方のみ掲載しています

NHKからのお知らせ 
ラジオ第１放送の周波数が変わります

　現在６２１kHzで放送しているラジ
オ第１放送は、２月２日月午前１：００
より６６６kHzに移行します。既に６６６
kHzでは全時間帯６２１kHzと同じ内
容を放送していますので、ラジオ第
１放送を聴く際は受信機の周波数を
６６６kHzに変更してください。
問＝NHK京都放送局　☎８４１－４３２１
※受付は平日の９：３０～１８：００

あらぐさ福祉会 
創ⅩⅡ～えがおの手しごと展

　今回のテーマは「ガーデン」。施
設利用者のさをり、染め、フェルト
などの作品を展示します。
とき＝２月１１日 １２：００～１８：００
　　　　　１２日木９：００～１８：００
　　　　　１３日金９：００～１５：００
ところ＝長岡京市立産業文化会館
問・主催＝（福）あらぐさ福祉会障が
い福祉センターあらぐさ
☎９５３－９２１２

「お茶の文化はどこから来たの？」 
講演会のご案内

　大山崎遺跡群から出土した緑釉陶
器の釜・火舎・椀に注目し、平安時
代初期の喫茶文化と当地の関わりを
お話します。申込不要。
とき＝３月７日土１３：３０～

ところ＝大山崎ふるさとセンター３
階ホール
講師＝尾野善裕さん（独立行政法人
国立奈良文化財研究所）　
定員＝１００人
問・主催＝大山崎町の歴史・文化遺
産を活かした地域活性化実行委員会　
津田　 ９５７－０３３６

スマイルプレイスからのお知らせ

【親子サロン《Smile Place》】
　おもちゃや絵本を読んで自由に遊
んだあと、読み聞かせや工作を行い、
スタッフ手作りのお菓子でお茶を楽
しみます。出入り自由です。
と き ＝２月３日火１０：００～１１：３０
（１０：１５～１０：３５には希望者を対象に
アルバム作りを実施）
ところ＝中央公民館別館２階和室
参加費＝３００円
対象＝乳幼児とその保護者、妊娠中
の方
【親子のひろば《Sunny Place》】
　入室、退出時間や遊び方は自由。
スタッフもお相手します。おもちゃ
や絵本を用意しています。
とき＝２月１６日月１３：３０～１６：００
ところ＝下植野集会所２階和室
参加費＝無料
対象＝乳幼児とその保護者
問＝幸山　☎０８０－５７００－５８２２
smile2525place@gmail.com
http://blogs.yahoo.co.jp/

eikanaei/

大山崎ふるさとガイドの会 
公開講演会のお知らせ

■古代の酒と山崎
とき＝２月２２日日１３：３０～
ところ＝大山崎ふるさとセンター
３階ホール
講師＝吉野秋二さん（京都産業大
学文化学部准教授）
■文化財保護と鳥居前古墳の調査

とき＝３月８日日１３：３０～

ところ＝大山崎ふるさとセンター
３階ホール
講師＝杉原和雄さん（向日市埋蔵
文化財センター理事長）

問・主催＝大山崎ふるさとガイドの
会（歴史資料館内）

大山崎ジュニアバドミント
ンクラブ会員募集

　遊びとしてのバドミントンも楽し
いですが、いろんな打ち方を覚えて
本格的に練習してみませんか。体力
がつくと、学校の授業などでも活躍
できるようになりますよ。体験は随
時受付。
とき＝毎週１回（主に土の午前中）
ところ＝町体育館
問・申込先＝横山　☎９５６－０８８０

NHK学園では生徒・受講者
を募集しています

　NHK学園では、通信制の高等学
校普通科、福祉教育、生涯学習通信
講座の生徒・受講者を募集していま
す。まずは、下記まで無料の案内書
をご請求ください。
○NHK学園高等学校普通科
NHKのテレビ、ラジオの放送を
利用した教育課程で、３年間で高
校卒業資格を取得できます。

　願書受付締切＝４月３０日木
○NHK学園社会福祉士養成過程
国家資格である社会福祉士の受験
資格を取得できます。

　願書受付締切＝２月２５日水
○NHK学園生涯学習通信講座
趣味、教養～語学や資格まで、幅
広いジャンルの講座があります。
申込は通年受付。

問・案内書請求＝〒１８６－８００１　東京
都国立市富士見台２－３６－２　
NHK学園広報　☎０４２－５７２－３１５１
フリーダイヤル☎０１２０－０６－８８８１
http://www.n-gaku.jp

大山崎俳句会

とき＝２月４日水１３：００～１６：３０
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝年３，０００円
問＝森　☎９５６－６５３２

ママヨガでリフレッシュ＆
リラックス

　子育てを楽しむためにも、一緒に
ヨガをして心と体を元気にしません
か。育児中のママ同士のトークタイ
ムも。見学歓迎。
とき＝２月１２日木１３：３０～１４：３０
ところ＝中央公民館本館２階和室
参加費＝１回８００円
定員＝１３人（先着順、要予約）
対象＝子育て中のママ（産後２カ月
～、子連れＯＫ）
持ち物＝ヨガマットもしくはバスタ
オル
申込方法＝電子メールにて下記まで。
問・申込先＝柴田☎０９０－６９８３－７３７９
yoga.oyamazaki@gmail.com
http://ameblo.jp/mamayoga-r/

どなたでも楽しめます 
詩吟はじめませんか！

■詩吟愛好会
　とき＝毎週金１９：００～２１：００
■詩吟小倉サークル
　とき＝毎週火１３：３０～１５：３０
ところ＝中央公民館本館会議室・談

話室
会費＝月１，０００円
問・申込＝山本　☎９５６－６４０１

西山ハイキングクラブ 
初級教室のお知らせ

　夏のアルプス登山（立山三山縦走）
を目指し、安全登山の基礎知識と技
術を学びませんか。
■基礎講座
　とき＝３月１４日土１３：００～１７：００
　ところ＝バンビオ１番館学習室
■実技山行
　とき＝３月１５日日９：００～１５：００
　ところ＝天王山
内容＝歩き方、装備、読図、気象な
どを学ぶ
対象＝６５歳までの男女
参加費＝３００円（資料代）
申込締切＝３月１２日木
問・申込先＝西山ハイキングクラブ　
永柳　☎５５１－０３５３

竹林間伐体験 ボランティア募集  
ー自分達の町、森は自分達の手で作り変えましょうー

　竹林間伐（ドングリ苗植え準備）、
柴刈（雑木整備）などを行います。
会費無料。
とき＝２月２８日土９：３０集合
※雨天の場合３月７日土に順延
ところ＝小倉神社裏山天王山（天空
広場）
集合場所＝小倉神社噴水前

主催＝久保川と天王山の森を守る会
申込方法＝▼住所▼氏名▼電話番号
を明記のうえ、往復ハガキにて下記
住所まで。
問・申込先＝〒６１８－００９１　大山崎町
円明寺小倉口１－１９　竹内碩

２０１４年度第３回 
教育講演会としゃべり場

　戦後取り組まれてきた高校教育の
到達点や成果について学びます。
とき＝２月１１日
ところ＝長岡京市立中央公民館２階
講座室
講演＝「学校と仕事をつなぐ～高校
時代をどう生きるのか～」
講師＝谷口藤雄さん
問＝乙訓少年支援の会「ひまわり」
東　☎０８０－２４８８－７３３０

学習講演会のお知らせ

　消費税が８％になって大変だけど、
社会保障のためだから…と思ってい
る皆さん。なぜ経済界が消費税を上
げたがるのか？　１０％になる前に、
消費税とは何か一緒に考えてみませ
んか。参加無料、事前申込不要。
とき＝２月１１日 １３：３０～１５：００
ところ＝中央公民館別館２階第１研
修室
問＝新婦人　東　☎９５７－３４２０
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学
校

入
学

説
明

会
　
同
校
多
目
的
室
　

　
１３
：４
５～
１５
：３
０

南
部

一
斉

無
料

法
律

相
談

会
　
役
場
３
階
秘
書
広
報
係
で
受
付

　
１３
：０
０～
１６
：０
０

学
校

開
放

（
体

育
館

・
運

動
場

）
　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小

　
８：
３０
～
１２
：０
０

学
校

開
放

（
体

育
館

・
運

動
場

）
　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小

　
８：
３０
～
１２
：０
０

い
き

い
き

朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切
れ

わ
く

わ
く

サ
タ

デ
ー

ナ
イ

ト
　
町
体
育
館
　
１８
：０
０～
２０
：０
０

学
校

開
放
　
８：
３０
～
１２
：０
０

　
大
山
崎
小
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
第
二
大
山
崎
小
（
運
動
場
の
み
）

い
き

い
き

朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切
れ

お
も

て
な

し
ツ

ア
ー

　
　
妙
喜
庵
・
聴
竹
居
ほ
か
　
９：
３０
～
１６
：０
０

学
校

開
放
　
８：
３０
～
１２
：０
０

　
大
山
崎
小
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
第
二
大
山
崎
小
（
運
動
場
の
み
）

わ
く

わ
く

ク
ラ

ブ
お

お
や

ま
ざ

き
設

立
８

周
年

記
念

イ
ベ

ン
ト

　
町
体
育
館
大
体
育
室
　
１２
：３
０～
１４
：３
０

学
校

開
放

（
体

育
館

・
運

動
場

）
　
大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
　
８：
３０
～
１２
：０
０

い
き

い
き

朝
市

　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
９：
００
～
売
切

天
王

山
有

害
鳥

獣
捕

獲
　
天
王
山
一
帯
　
９：
００
～
１６
：０
０

子
育

て
相

談
 　
各
保
育
所

　
９：
００
～
１６
：０
０

健
康

相
談

（
₆₀

歳
以

上
対

象
）

　
長
寿
苑
　
９：
３０
～
１１
：３
０

園
庭

開
放

 　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

消
費

生
活

相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

道
路

側
溝

の
泥

の
回

収
　
町
内
一
円
　
９：
００
～
１７
：０
０

　（
３/
２月
ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

子
育

て
相

談
 　
各
保
育
所

　
９：
００
～
１６
：０
０

園
庭

開
放

 　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

消
費

生
活

相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
 １
３：
３０
～
１５
：３
０

ふ
れ

あ
い

い
き

い
き

サ
ロ

ン
　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

子
育

て
相

談
 　
各
保
育
所

　
９：
００
～
１６
：０
０

園
庭

開
放

 　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

消
費

生
活

相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

司
法

書
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
会

　
役
場
３
階
秘
書
広
報
係
で
受
付

　
１３
：３
０～
１６
：３
０

平
成

₂₇
年

度
岩

崎
運

動
広

場
団

体
登

録
説

明
会

　
　
町
体
育
館
　
１０
：０
０～

行
政

書
士

に
よ

る
暮

ら
し

と
事

業
の

行
政

相
談

会
　
役
場
３
階
秘
書
広
報
係
で
受
付

　
１３
：３
０～
１６
：３
０

平
成

₂₇
年

度
学

校
体

育
施

設
ス

ポ
ー

ツ
開

放
団

体
登

録
説

明
会

　
町
体
育
館
　
１９
：３
０～

長
寿

苑
カ

ラ
オ

ケ
大

会
（

₆₀
歳

以
上

対
象

）
　
長
寿
苑
　
１０
：０
０～
１５
：０
０

心
配

ご
と

相
談

（
福

祉
・

子
育

て
・

行
政

・
人

権
）

　
な
ご
み
の
郷
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

み
ん

な
で

い
こ

カ
フ

ェ
　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎
　

　
１４
：０
０～
１６
：０
０

み
ん

な
で

い
こ

カ
フ

ェ
　
洛
和
ヴ
ィ
ラ
大
山
崎

　
１２
：０
０～
１６
：０
０

心
配

ご
と

相
談

（
福

祉
・

子
育

て
・

人
権

）
　
な
ご
み
の
郷
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

道
路

側
溝

の
泥

の
回

収
　
町
内
一
円
　
９：
００
～
１７
：０
０

　（
２/
２月
ま
で
に
建
設
課
で
予
約
）

 子
育

て
相

談
 　
各
保
育
所

　
９：
００
～
１６
：０
０

 園
庭

開
放

 　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

節
分

（
要

申
込

み
₁/

₃₀
㊎

ま
で

）
　
各
保
育
所
　
１０
：０
０～
１１
：３
０

消
費

生
活

相
談

　
　
役
場
１
階
相
談
室
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

ふ
れ

あ
い

い
き

い
き

サ
ロ

ン
　

　
な
ご
み
の
郷
　
１３
：３
０～
１５
：３
０

大
山

崎
小

学
校

入
学

説
明

会
　

　
同
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
　
１５
：０
０～
１６
：３
０

は
じ

め
て

の
こ

ど
も

ピ
ア

ノ
教

室
（

第
２

回
）〈

事
前

予
約

制
〉

　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
１０
：０
０～
１２
：０
０

デ
ジ

タ
ル

紙
し

ば
い

で
学

ぶ
油

売
り

　
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
３
階
ホ
ー
ル
　
１０
：３
０～
1２
：０
０

マ
ク

ロ
ビ

オ
テ

ィ
ッ

ク
料

理
教

室
〈

事
前

申
込

制
〉

　
中
央
公
民
館
料
理
講
習
室

　
１０
：０
０～
１３
：３
０


